
(57)【要約】

クロム含有被覆セメンテッドタングステンカーバイドの

切削インサート（１０、４０）であって、基体（１８、

４２）と被覆（３０、３２、３４、５０）とを含む。基

体は、約５．７乃至約６．４重量％のコバルトと、約０

．２乃至約０．８重量％のクロムと、残分にタングステ

ン及び炭素と、を含み、約１９５乃至２４５エルステッ

ドの保磁力を有する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
す く い 表 面 と 逃 げ 表 面 と を 有 し 、 前 記 す く い 表 面 と 前 記 逃 げ 表 面 と が 交 差 し て 切 削 エ ッ ジ
が 形 成 さ れ る タ ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド 系 基 体 と 、
タ ン グ ス テ ン 及 び 炭 素 と 、 約 ５ ． ７ 重 量 ％ 乃 至 約 ６ ． ４ 重 量 ％ の コ バ ル ト と 、 約 ０ ． ２ 重
量 ％ 乃 至 約 ０ ． ８ 重 量 ％ の ク ロ ム と 、 か ら な り 、 か つ 、 約 １ ９ ５ 乃 至 ２ ４ ５ エ ル ス テ ッ ド
の 保 磁 力 （ Ｈ ｃ ） を 有 す る 前 記 基 体 と 、
前 記 基 体 上 の 被 覆 と 、 を 備 え 、 前 記 被 覆 が 、 化 学 蒸 着 で 施 さ れ る ア ル ミ ナ 層 を 含 む 、 被 覆
切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 体 が 、 約 ５ ． ９ 重 量 ％ 乃 至 約 ６ ． １ 重 量 ％ の コ バ ル ト 及 び 約 ０ ． ３ 重 量 ％ 乃 至 約 ０
． ７ 重 量 ％ の ク ロ ム を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 基 体 が 、 約 ５ ． ０ 重 量 ％ ～ ６ ． １ 重 量 ％ の コ バ ル ト と 、 約 ０ ． ４ 重 量 ％ ～ ０ ． ６ 重 量
％ の ク ロ ム と 、 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 体 が 、 少 な く と も 約 ９ ０ 重 量 ％ の タ ン グ ス テ ン 及 び 炭 素 を 含 む 請 求 項 ３ に 記 載 の 被
覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 基 体 が 、 約 ２ ２ ０ エ ル ス テ ッ ド の 保 磁 力 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー
ト 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 基 体 が 、 約 ９ １ ． ７ 乃 至 約 ９ ２ ． ６ ロ ッ ク ウ ェ ル Ａ の 硬 度 と 、 約 １ ３ ３ 乃 至 約 １ ４ ９
ガ ウ ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク セ ン チ メ ー ト ル ・ パ ー ・ グ ラ ム コ バ ル ト の 磁 気 飽 和 を 有 す る 請 求 項
１ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 被 覆 が 、 ク ロ ム 含 有 の 基 礎 被 覆 層 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 基 礎 被 覆 層 が コ バ ル ト を 含 み 、 か つ 、 前 記 基 礎 層 中 の ク ロ ム 対 コ バ ル ト の 原 子 百 分 率
に お け る 割 合 （ Ｃ ｒ ／ Ｃ ｏ 比 ） が 、 前 記 基 体 内 の Ｃ ｒ ／ Ｃ ｏ 比 よ り 大 き い 請 求 項 ７ に 記 載
の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 被 覆 が 、 前 記 基 体 に 化 学 蒸 着 で 施 さ れ た 炭 窒 化 チ タ ン の 基 礎 層 と 、 前 記 基 礎 層 に 化 学
蒸 着 で 施 さ れ た 炭 化 チ タ ン の 中 間 層 と 、 前 記 中 間 層 に 化 学 蒸 着 で 施 さ れ た ア ル ミ ナ の 外 側
層 と 、 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 基 礎 層 と 前 記 中 間 層 と の 組 合 わ さ れ た 厚 さ が 、 約 ２ μ ｍ で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 被 覆
切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 外 側 被 覆 層 の 厚 さ が 、 約 ２ ． ３ μ ｍ で あ る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 基 礎 層 が 、 ク ロ ム を 含 む 請 求 項 １ １ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 基 礎 層 が 、 コ バ ル ト を 含 み 、 か つ 、 前 記 基 礎 層 中 の ク ロ ム 対 コ バ ル ト の 原 子 百 分 率 に
お け る 割 合 （ Ｃ ｒ ／ Ｃ ｏ 比 ） が 、 前 記 基 体 内 の Ｃ ｒ ／ Ｃ ｏ 比 よ り 大 き い 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 被 覆 が 、 前 記 基 体 に 化 学 蒸 着 で 施 さ れ た 窒 化 チ タ ン の 基 礎 層 と 、 前 記 基 礎 層 に 中 温 化
学 蒸 着 で 施 さ れ た 炭 窒 化 チ タ ン の 中 間 層 と 、 前 記 中 間 層 に 化 学 蒸 着 で 施 さ れ た ア ル ミ ナ の
外 側 層 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 基 礎 層 が 、 １ μ ｍ 未 満 の 厚 さ を 有 し 、 前 記 中 間 層 が 、 約 ２ ． ０ μ ｍ の 厚 さ を 有 し 、 前
記 外 側 層 が 、 ２ ． ０ μ ｍ の 厚 さ を 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 基 礎 層 が 、 ク ロ ム を 含 む 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 基 礎 層 が 、 コ バ ル ト を 含 み 、 か つ 、 前 記 基 礎 層 中 の ク ロ ム 対 コ バ ル ト の 原 子 百 分 率 に
お け る 割 合 （ Ｃ ｒ ／ Ｃ ｏ 比 ） が 、 前 記 基 体 内 の Ｃ ｒ ／ Ｃ ｏ 比 よ り 大 き い 請 求 項 １ ６ に 記 載
の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 被 覆 が 、 炭 窒 化 チ タ ン ク ロ ム の 基 礎 層 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ９ 】
す く い 表 面 と 逃 げ 表 面 と を 有 し 、 前 記 す く い 表 面 と 前 記 逃 げ 表 面 と が 交 差 し て 切 削 エ ッ ジ
が 形 成 さ れ る タ ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド 系 基 体 と 、
タ ン グ ス テ ン 及 び 炭 素 と 、 約 ５ ． ７ 重 量 ％ 乃 至 約 ６ ． ４ 重 量 ％ の コ バ ル ト と 、 約 ０ ． ２ 重
量 ％ 乃 至 約 ０ ． ８ 重 量 ％ の ク ロ ム と 、 か ら な り 、 か つ 、 約 １ ９ ５ 乃 至 ２ ４ ５ エ ル ス テ ッ ド
の 保 磁 力 （ Ｈ ｃ ） を 有 す る 前 記 基 体 と 、
前 記 基 体 上 の 被 覆 と 、 を 備 え 、 前 記 被 覆 が 、 物 理 蒸 着 で 施 さ れ る 窒 化 チ タ ン ア ル ミ ニ ウ ム
の 層 を 含 む 、 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 、 切 削 イ ン サ ー ト で あ り 、 ク ロ ム 含 有 の セ メ ン テ ッ ド タ ン グ ス テ ン カ ー
バ イ ド 体 に 関 す る 。 出 願 人 は 他 の 金 属 切 削 の 適 用 を も 考 慮 し て い る が 、 上 記 の 切 削 イ ン サ
ー ト は 、 例 え ば 、 ね ず み 鋳 鉄 合 金 の よ う な 工 作 物 の 加 工 （ 例 え ば 、 ミ リ ン グ ） に 適 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
金 属 切 削 の 工 程 の 中 で 、 ミ リ ン グ （ ｍ ｉ ｌ ｌ ｉ ｎ ｇ ） は 、 切 削 イ ン サ ー ト に お い て 一 番 要
求 さ れ て い る 作 業 で あ る 。 こ の 切 削 イ ン サ ー ト は 、 工 作 物 に 入 り 込 ん で 切 削 し て か ら 抜 け
る の を 繰 り 返 し て 行 っ て い る た め 、 繰 り 返 さ れ る 機 械 的 か つ 熱 的 な 衝 撃 を こ う む る よ う に
な る 。 熱 的 衝 撃 及 び 機 械 的 衝 撃 は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 切 削 エ ッ ジ の マ イ ク ロ チ ッ ピ ン グ を
発 生 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
既 存 の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト は 、 満 足 な 性 能 を 有 す る が 、 ミ リ ン グ の よ う な 加 工 使 用 に お け
る 機 械 的 衝 撃 及 び 熱 的 衝 撃 に 耐 え 得 る 能 力 の 改 善 さ れ た 、 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト の 提 供 が 求
め ら れ て い る 。 こ れ ら の 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト が 、 通 常 、 金 属 切 削 の 応 用 に 適 用 さ れ て い る
と し て も 、 ね ず み 鋳 鉄 合 金 の ミ リ ン グ の よ う な 特 別 の 応 用 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 一 形 態 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 す く い 表 面 と 逃 げ 表 面 と を 有 す る タ ン グ ス テ ン カ ー
バ イ ド を ベ ー ス と し た 基 体 を 備 え た 、 被 覆 切 削 イ ン サ ー ト に 関 す る も の で あ っ て 、 前 記 す
く い 表 面 と 前 記 逃 げ 表 面 と が 交 差 し て 基 体 の 切 削 エ ッ ジ を 形 成 す る 。 前 記 基 体 は 、 約 ５ ．
７ 重 量 ％ 乃 至 約 ６ ． ４ 重 量 ％ の コ バ ル ト 、 約 ０ ． ２ 重 量 ％ 乃 至 約 ０ ． ８ 重 量 ％ の ク ロ ム 、
タ ン グ ス テ ン 及 び 炭 素 を 含 む 。 当 該 基 体 の 上 に は 、 被 覆 が 施 さ れ る が 、 こ の 被 覆 は 、 化 学
蒸 着 （ Ｃ Ｖ Ｄ ） に よ っ て 施 さ れ る ア ル ミ ナ 層 を 含 む 。 前 記 基 体 は 、 好 ま し く は 、 少 な く と
も ７ ０ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は 、 少 な く と も ９ ０ 重 量 ％ の タ ン グ ス テ ン 及 び 炭 素 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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図 面 に お い て 図 １ 及 び 図 ２ は 、 概 し て １ ０ で 称 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト の 第 １ 実 施 例 を 示 し
て い る 。 前 記 切 削 イ ン サ ー ト は 、 通 常 の 粉 末 冶 金 技 術 で 製 造 さ れ る 。 一 例 と し て 、 工 程 が
、 粉 末 成 分 を 粉 末 混 合 物 に ボ ー ル ミ リ ン グ （ 又 は ブ レ ン デ ィ ン グ ） し 、 こ の 粉 末 混 合 物 を
生 の 圧 粉 体 （ ｇ ｒ ｅ ｅ ｎ  ｃ ｏ ｍ ｐ ａ ｃ ｔ ） に プ レ ス し 、 か つ 、 焼 結 さ れ た ま ま の 基 体 を
形 成 す る よ う に 生 の 圧 粉 体 を 焼 結 す る ス テ ッ プ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 に お い て 、 出 発 粉 末 の 代 表 的 な 成 分 は 、 タ ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド 、 コ バ ル ト 及 び ク
ロ ム カ ー バ イ ド を 含 む 。 選 択 仕 様 と し て 、 全 般 的 な 炭 素 含 有 量 を 調 整 す る た め に 炭 素 が 出
発 粉 末 混 合 物 の 成 分 と な る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 す く い 面 １ ２ 及 び 逃 げ 面 １ ４ を 有 す る 。 す く い 面 １ ２ と 逃 げ 面 １
４ と が 交 差 し て 切 削 エ ッ ジ １ ６ を 形 成 す る 。 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 す く い 表 面 ２ ０ 及 び
逃 げ 表 面 ２ ２ を 有 す る 基 体 １ ８ を さ ら に 含 む 。 基 体 １ ８ の す く い 表 面 ２ ０ 及 び 逃 げ 表 面 ２
２ は 交 差 し て 基 体 の 切 削 エ ッ ジ ２ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
基 体 の 構 成 に お い て 、 一 例 と し て 前 記 基 体 は 、 約 ５ ． ７ 重 量 ％ 乃 至 約 ６ ． ４ 重 量 ％ の コ バ
ル ト 、 約 ０ ． ２ 重 量 ％ 乃 至 約 ０ ． ８ 重 量 ％ の ク ロ ム 、 か つ 、 少 な く と も ７ ０ 重 量 ％ の タ ン
グ ス テ ン 及 び 炭 素 を 含 ん で も よ い 。 他 の 例 と し て 前 記 基 体 は 、 約 ５ ． ９ 重 量 ％ 乃 至 約 ６ ．
１ 重 量 ％ の コ バ ル ト 、 約 ０ ． ３ 重 量 ％ 乃 至 約 ０ ． ７ 重 量 ％ の ク ロ ム を 含 み 、 タ ン グ ス テ ン
及 び 炭 素 が 残 り を 構 成 し て も よ い 。 さ ら に 、 選 択 的 に 、 チ タ ン 、 タ ン タ ル 、 ニ オ ブ 、 ジ ル
コ ニ ウ ム 、 ハ フ ニ ウ ム 、 バ ナ ジ ウ ム が 、 基 体 内 に 存 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 基 体 の 実 施 例 に お い て は 、 約 ６ ． ０ 重 量 ％ の コ バ ル ト 、 約 ０ ． ４
又 は 約 ０ ． ６ 重 量 ％ の ク ロ ム 及 び 約 ９ ３ ． ６ 又 は ９ ３ ． ４ 重 量 ％ の タ ン グ ス テ ン 及 び 炭 素
が 少 量 の 不 純 物 と 共 に 含 ま れ て い る 。 図 １ に 示 さ れ た 基 体 の 実 施 例 で は 、 以 下 の 物 理 的 特
性 を 有 す る ： 約 ９ １ ． ７ ～ ９ ２ ． ６ ロ ッ ク ウ ェ ル Ａ の 硬 度 、 約 １ ９ ５ ～ ２ ４ ５ エ ル ス テ ッ
ド （ Ｏ ｅ ） の 保 磁 力 （ Ｈ ｃ ） 及 び 約 １ ３ ３ ～ １ ４ ９ ガ ウ ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク セ ン チ メ ー ト ル
・ パ ー ・ グ ラ ム （ ｇ ａ ｕ ｓ ｓ － ｃ ｍ ３ ／ ｇ ｍ ） コ バ ル ト の 磁 気 飽 和 。
【 ０ ０ １ ０ 】
切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 被 覆 組 織 （ ｃ ｏ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ  ｓ ｃ ｈ ｅ ｍ ｅ ） を 有 す る 。 被 覆 組 織
は 、 基 体 １ ８ の 表 面 に 施 さ れ た 基 礎 被 覆 層 ３ ０ と 、 こ の 基 礎 被 覆 層 ３ ０ に 施 さ れ た 中 間 被
覆 層 ３ ２ と 、 こ の 中 間 被 覆 層 ３ ２ に 施 さ れ た 外 側 被 覆 層 ３ ４ と を 備 え る 。 図 １ 及 び 図 ２ に
示 さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト の 実 施 例 に お い て 、 基 礎 被 覆 層 ３ ０ は 、 従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ る 炭 窒
化 チ タ ン の 層 を 含 み 、 中 間 被 覆 層 ３ ２ は 、 従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ る 炭 化 チ タ ン の 層 を 含 み 、 基
礎 層 ３ ０ と 中 間 層 ３ ２ と の 組 合 わ さ れ た 厚 さ は 、 ２ ． ０ μ ｍ と な る 。 外 側 被 覆 層 ３ ４ は 、
従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ っ て 約 ２ ． ３ μ ｍ の 厚 さ に 施 さ れ た ア ル ミ ナ を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 出 願 人 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 実 施 例 に 対 す る 他 の 多 層 被 覆 組 織 と し て 、 １ ． ０ μ
ｍ の 厚 さ に 従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ っ て 基 体 の 表 面 に 施 さ れ た 窒 化 チ タ ン の 基 礎 層 を 含 ん で も よ
い と 考 え て い る 。 炭 窒 化 チ タ ン の 中 間 層 が 中 温 化 学 蒸 着 （ Ｍ Ｔ Ｃ Ｖ Ｄ ： ｍ ｏ ｄ ｅ ｒ ａ ｔ ｅ
 ｔ ｅ ｍ ｐ ｅ ｒ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ  ｃ ｈ ｅ ｍ ｉ ｃ ａ ｌ  ｖ ａ ｐ ｏ ｒ  ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に よ っ
て ２ ． ０ μ ｍ の 厚 さ に 基 礎 層 に 施 さ れ る 。 ア ル ミ ナ の 外 側 層 が ２ ． ０ μ ｍ の 厚 さ に 従 来 の
Ｃ Ｖ Ｄ に よ っ て 中 間 層 に 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ は 、 概 し て ４ ０ で 称 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト の 第 ２ 実 施 例 の 横 断 面 図 を 示 し て い る 。 切
削 イ ン サ ー ト ４ ０ は 、 す く い 面 ４ ４ と 逃 げ 面 ４ ６ と を 有 す る 基 体 ４ ２ を 備 え る 。 す く い 面
４ ４ と 逃 げ 面 ４ ６ と が 交 差 し て 基 体 の 切 削 エ ッ ジ ４ ８ を 形 成 す る 。 切 削 イ ン サ ー ト の 第 ２
実 施 例 の 基 体 成 分 は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 第 １ 実 施 例 の 基 体 成 分 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
切 削 イ ン サ ー ト ４ ０ は 、 物 理 蒸 着 （ Ｐ Ｖ Ｄ ） に よ っ て 基 体 の 表 面 に 施 さ れ る 窒 化 チ タ ン ア
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ル ミ ニ ウ ム の 層 ５ ０ を 含 む 単 層 の 被 覆 組 織 を 有 す る 。 被 覆 層 ５ ０ の 厚 さ は 、 約 ３ ． ５ μ ｍ
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
他 の 実 施 例 に お い て 、 本 出 願 人 は 、 基 礎 被 覆 層 が チ タ ン 、 ハ フ ニ ウ ム 及 び ジ ル コ ニ ウ ム の
窒 化 物 、 炭 化 物 及 び 炭 窒 化 物 の い ず れ か １ つ を 含 み 、 付 加 の 被 覆 層 が ア ル ミ ナ 及 び チ タ ン
、 ハ フ ニ ウ ム 及 び ジ ル コ ニ ウ ム の ホ ウ 化 物 、 炭 化 物 、 窒 化 物 及 び 炭 窒 化 物 の い ず れ か １ つ
以 上 を 含 ん で も よ い と 考 え て い る 。 こ れ ら の 被 覆 層 は 、 Ｃ Ｖ Ｄ 、 物 理 蒸 着 （ Ｐ Ｖ Ｄ ） （ 例
え ば 、 窒 化 チ タ ン 、 炭 窒 化 チ タ ン 、 チ タ ン ジ ボ ラ イ ド （ ｔ ｉ ｔ ａ ｎ ｉ ｕ ｍ  ｄ ｉ ｂ ｏ ｒ ｉ
ｄ ｅ ） 及 び ／ 又 は 窒 化 チ タ ン ア ル ミ ニ ウ ム ） 、 又 は 中 温 化 学 蒸 着 （ Ｍ Ｔ Ｃ Ｖ Ｄ ） （ 例 え ば
、 炭 窒 化 チ タ ン ） の う ち の １ つ 又 は そ れ ら の 組 合 せ で 施 し て も よ い 。 Ｌ ｅ ｙ ｅ ｎ ｄ ｅ ｃ ｋ
ｅ ｒ ら の 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ７ ２ ， ０ １ ４ 号 及 び Ｂ ｅ ｈ ｌ ら の 米 国 特 許 第 ４ ， ４ ４ ８ ， ８ ０
２ 号 に は Ｐ Ｖ Ｄ 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 Ｂ ｉ ｔ ｚ ｅ ｒ ら の 米 国 特 許 第 ４ ， ０ ２ ８ ， １ ４ ２
号 及 び Ｂ ｉ ｔ ｚ ｅ ｒ ら の 米 国 特 許 第 ４ ， １ ９ ６ ， ２ ３ ３ 号 の そ れ ぞ れ に は 、 通 常 、 ５ ０ ０
～ ９ ０ ０ ℃ の 間 で 行 わ れ る Ｍ Ｔ Ｃ Ｖ Ｄ 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
発 明 者 ら は 、 全 て の ク ロ ム は 、 実 質 的 に バ イ ン ダ ー 内 に あ り 、 好 ま し く は 、 Ｃ Ｖ Ｄ 被 覆 作
業 中 、 基 体 か ら の ク ロ ム が 基 礎 被 覆 層 に 拡 散 す る と 確 信 し て い る 。 基 礎 被 覆 層 は 、 好 ま し
く は 、 チ タ ン 、 ハ フ ニ ウ ム 又 は ジ ル コ ニ ウ ム の 窒 化 物 、 炭 化 物 又 は 炭 窒 化 物 の い ず れ か １
つ で あ る 。 Ｃ Ｖ Ｄ 被 覆 作 業 中 に お い て コ バ ル ト も 基 礎 被 覆 層 に 拡 散 す る が 、 こ の と き 、 基
礎 被 覆 層 中 の ク ロ ム 対 コ バ ル ト の 原 子 百 分 率 に お け る 割 合 （ Ｃ ｒ ／ Ｃ ｏ 比 ） が 、 基 体 内 の
Ｃ ｒ ／ Ｃ ｏ 比 よ り 大 き い 。 発 明 者 ら は 、 Ｃ Ｖ Ｄ 被 覆 の 際 （ ＞ ９ ０ ０ ℃ ） に お い て 、 基 体 か
ら 基 礎 被 覆 層 へ の ク ロ ム の 拡 散 は 、 金 属 切 削 時 の 被 覆 付 着 性 を 強 化 し 、 ま た 、 改 善 さ れ た
耐 摩 耗 性 及 び 付 着 性 を 有 す る 基 礎 層 材 料 （ 例 え ば 、 炭 窒 化 チ タ ン ク ロ ム 又 は 炭 窒 化 チ タ ン
タ ン グ ス テ ン ク ロ ム ） で ク ロ ム 固 溶 体 を 形 成 す る と 確 信 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 出 願 人 は 、 本 願 と 同 日 付 で 出 願 さ れ て 共 に 継 続 中 の 『 ク ロ ム 含 有 セ メ ン テ ッ ド カ ー バ イ
ド 体 （ Ｃ Ｈ Ｒ Ｏ Ｍ Ｉ Ｕ Ｍ － Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ Ａ Ｉ Ｎ Ｉ Ｎ Ｇ  Ｃ Ｅ Ｍ Ｅ Ｎ Ｔ Ｅ Ｄ  Ｃ Ａ Ｒ Ｂ Ｉ Ｄ Ｅ  Ｂ
Ｏ Ｄ Ｙ ） 』 と い う 米 国 特 許 出 願 （ ケ ン ナ メ タ ル 社 、 事 件 番 号 ： Ｋ － １ ７ ０ ６ 、 米 国 出 願 番
号 ： ０ ９ ／ ６ ３ ８ ， ０ ４ ８ ） の 譲 受 人 で も あ る 。 こ の 共 に 継 続 中 の 出 願 は 、 濃 縮 バ イ ン ダ
ー 合 金 （ ｂ ｉ ｎ ｄ ｅ ｒ 　 ａ ｌ ｌ ｏ ｙ 　 ｅ ｎ ｒ ｉ ｃ ｈ ｍ ｅ ｎ ｔ ） の 表 面 領 域 を 有 す る ク ロ ム
含 有 の セ メ ン テ ッ ド カ ー バ イ ド 体 （ 例 え ば 、 タ ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド 系 セ メ ン テ ッ ド カ ー
バ イ ド 体 ） に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 出 願 人 は 、 ま た 、 本 願 と 同 日 付 で 出 願 さ れ て 共 に 継 続 中 の 『 ク ロ ム 含 有 セ メ ン テ ッ ド タ
ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド 体 （ Ｃ Ｈ Ｒ Ｏ Ｍ Ｉ Ｕ Ｍ － Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ Ａ Ｉ Ｎ Ｉ Ｎ Ｇ  Ｃ Ｅ Ｍ Ｅ Ｎ Ｔ Ｅ Ｄ  
Ｔ Ｕ Ｎ Ｇ Ｓ Ｔ Ｅ Ｎ  Ｃ Ａ Ｒ Ｂ Ｉ Ｄ Ｅ  Ｂ Ｏ Ｄ Ｙ ） 』 と い う 米 国 特 許 出 願 （ ケ ン ナ メ タ ル 社 、
事 件 番 号 ： Ｋ － １ ６ ９ ５ 、 米 国 出 願 番 号 ： ０ ９ ／ ６ ３ ７ ， ２ ８ ０ ） の 譲 受 人 で も あ る 。 こ
の 共 に 継 続 中 の 出 願 は 、 ク ロ ム 含 有 の セ メ ン テ ッ ド カ ー バ イ ド 体 （ 例 え ば 、 タ ン グ ス テ ン
カ ー バ イ ド 系 セ メ ン テ ッ ド カ ー バ イ ド 体 ） に 関 す る も の で 、 約 １ ０ ． ４ 重 量 ％ 乃 至 約 １ ２
． ７ 重 量 ％ の コ バ ル ト 、 約 ０ ． ２ 重 量 ％ 乃 至 約 １ ． ２ 重 量 ％ の ク ロ ム 、 タ ン グ ス テ ン 及 び
炭 素 を 含 む 基 体 を 有 す る 。 基 体 上 に は 被 覆 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
５ つ の ミ リ ン グ テ ス ト （ 即 ち 、 ミ リ ン グ テ ス ト １ ～ ５ ） が 他 の 切 削 イ ン サ ー ト に 比 較 し て
本 発 明 の 切 削 イ ン サ ー ト の 性 能 を 測 定 す る た め に 行 わ れ た 。 基 体 成 分 と 被 覆 成 分 と の １ ５
の 相 違 し た 組 合 わ せ が 含 ま れ る 切 削 イ ン サ ー ト の 母 体 が 、 ミ リ ン グ テ ス ト １ ～ ５ に よ る ね
ず み 鋳 鉄 の ミ リ ン グ に お い て テ ス ト さ れ た 。 下 記 の 表 １ は 、 本 発 明 の 基 体 １ 及 び ２ 、 並 び
に 比 較 の 基 体 Ａ ～ Ｃ の 成 分 を 示 し て い る 。
【 表 １ 】
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被 覆 組 織 は 、 第 １ の 被 覆 組 織 、 第 ２ の 被 覆 組 織 及 び Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 覆 組 織 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ の 被 覆 組 織 は 、 従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ っ て 基 体 の 表 面 に 施 さ れ る 炭 窒 化 チ タ ン の 基 礎 層 と
、 従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ っ て 基 礎 層 に 施 さ れ る 炭 化 チ タ ン の 中 間 層 と を 含 み 、 基 礎 層 と 中 間 層
と の 組 合 わ さ れ た 厚 さ は 、 ２ ． ３ μ ｍ と な る 。 Ｃ ９ ９ ４ Ｍ 被 覆 組 織 は 、 従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ で ２
． ３ μ ｍ の 厚 さ に 中 間 層 に 施 さ れ る ア ル ミ ナ の 外 側 層 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 ２ の 被 覆 組 織 は 、 従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ っ て 基 体 の 表 面 に １ ． ０ μ ｍ の 厚 さ に 施 さ れ る 窒 化
チ タ ン の 基 礎 層 、 中 温 化 学 蒸 着 （ Ｍ Ｔ Ｃ Ｖ Ｄ ） に よ っ て 基 礎 層 に ２ ． ０ μ ｍ の 厚 さ に 施 さ
れ る 炭 窒 化 チ タ ン の 中 間 層 、 及 び 従 来 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ っ て 中 間 層 に ２ ． ０ μ ｍ の 厚 さ に 施 さ
れ る ア ル ミ ナ の 外 側 層 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 被 覆 組 織 は 、 Ｐ Ｖ Ｄ で 約 ３ ． ５ μ ｍ の 厚 さ に 基 体 の 表 面 に 施 さ れ る 窒 化 チ タ ン
ア ル ミ ニ ウ ム の 単 層 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ （ ｆ ｌ ｙ ｃ ｕ ｔ  ｍ ｉ ｌ ｌ ｉ ｎ ｇ ） の テ ス ト １ は 、 ね ず み 鋳 鉄 に 対
し て 以 下 の パ ラ メ ー タ で 行 わ れ た ： 約 ９ ０ ０ サ ー フ ェ イ ス ・ フ ィ ー ト ・ パ ー ・ ミ ニ ッ ト （
ｓ ｆ ｍ ：  ｓ ｕ ｒ ｆ ａ ｃ ｅ  ｆ ｅ ｅ ｔ  ｍ ｉ ｎ ｕ ｔ ｅ ） の 速 度 ； ０ ． ０ １ ０ イ ン チ ・ パ ー ・
ト ゥ ー ス （ ｉ ｐ ｔ ：  ｉ ｎ ｃ ｈ ｅ ｓ  ｐ ｅ ｒ  ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ ） の 送 り ； ０ ． １ イ ン チ の 軸 方 向
切 込 み 深 さ （ ａ ． ｄ ｏ ｃ ） 及 び ３ イ ン チ の 半 径 方 向 切 込 み 深 さ （ ｒ ． ｄ ｏ ｃ ） で 、 工 具 寿
命 の 基 準 は 、 ０ ． ０ １ ５ イ ン チ の 均 一 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｕ Ｆ Ｗ ） 及 び ０ ． ０ ３ ０ イ ン チ の 最 大
逃 げ 面 摩 耗 （ Ｆ Ｗ ） で あ っ た 。 ミ リ ン グ は 、 冷 却 液 を 用 い る こ と な く 乾 式 で 行 わ れ た 。 こ
れ ら の 切 削 イ ン サ ー ト は 、 ３ ０ ° の リ ー ド 角 を 有 す る Ｓ Ｐ Ｇ ４ ３ ３ 型 の も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
表 ２ は 、 分 単 位 の 工 具 寿 命 、 工 具 寿 命 の 百 分 率 と し て の 標 準 偏 差 、 比 較 基 体 Ａ に 対 し て 測
定 さ れ た 相 対 的 な 工 具 寿 命 の 形 態 で フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト １ の 試 験 結 果 を 示 し て
い る 。
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト ２ は 、 ね ず み 鋳 鉄 に 対 し て 以 下 の パ ラ メ ー タ で 行 わ れ た ：
約 ９ ０ ０ サ ー フ ェ イ ス ・ フ ィ ー ト ・ パ ー ・ ミ ニ ッ ト （ ｓ ｆ ｍ ） の 速 度 ； ０ ． ０ １ ０ イ ン チ
・ パ ー ・ ト ゥ ー ス （ ｉ ｐ ｔ ） の 送 り ； ０ ． １ イ ン チ の 軸 方 向 切 込 み 深 さ （ ａ ． ｄ ｏ ｃ ） 及
び ３ イ ン チ の 半 径 方 向 切 込 み 深 さ （ ｒ ． ｄ ｏ ｃ ） で 、 工 具 寿 命 の 基 準 は 、 ０ ． ０ １ ５ イ ン
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チ の 均 一 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｕ Ｆ Ｗ ） 及 び ０ ． ０ ３ ０ イ ン チ の 最 大 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｆ Ｗ ） で あ っ た
。 ミ リ ン グ は 、 フ ラ ッ ド ク ー ラ ン ト （ ｆ ｌ ｏ ｏ ｄ  ｃ ｏ ｏ ｌ ａ ｎ ｔ ） を 用 い て 行 わ れ た 。
こ れ ら の 切 削 イ ン サ ー ト は 、 ３ ０ ° の リ ー ド 角 を 有 す る Ｓ Ｐ Ｇ ４ ３ ３ 型 の も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
表 ３ は 、 分 単 位 の 工 具 寿 命 、 工 具 寿 命 の 百 分 率 と し て の 標 準 偏 差 、 比 較 基 体 Ａ に 対 し て 測
定 さ れ た 相 対 的 な 工 具 寿 命 の 形 態 で フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト ２ の 試 験 結 果 を 示 し て
い る 。
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト ３ は 、 ね ず み 鋳 鉄 に 対 し て 以 下 の パ ラ メ ー タ で 行 わ れ た ：
約 １ ２ ０ ０ サ ー フ ェ イ ス ・ フ ィ ー ト ・ パ ー ・ ミ ニ ッ ト （ ｓ ｆ ｍ ） の 速 度 ； ０ ． ０ １ ０ イ ン
チ ・ パ ー ・ ト ゥ ー ス （ ｉ ｐ ｔ ） の 送 り ； ０ ． １ イ ン チ の 軸 方 向 切 込 み 深 さ （ ａ ． ｄ ｏ ｃ ）
及 び ３ イ ン チ の 半 径 方 向 切 込 み 深 さ （ ｒ ． ｄ ｏ ｃ ） で 、 工 具 寿 命 の 基 準 は 、 ０ ． ０ １ ５ イ
ン チ の 均 一 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｕ Ｆ Ｗ ） 及 び ０ ． ０ ３ ０ イ ン チ の 最 大 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｆ Ｗ ） で あ っ
た 。 ミ リ ン グ は 、 冷 却 液 を 用 い る こ と な く 乾 式 で 行 わ れ た 。 こ れ ら の 切 削 イ ン サ ー ト は 、
３ ０ ° の リ ー ド 角 を 有 す る Ｓ Ｐ Ｇ ４ ３ ３ 型 の も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
表 ４ は 、 分 単 位 の 工 具 寿 命 、 工 具 寿 命 の 百 分 率 と し て の 標 準 偏 差 、 比 較 基 体 Ａ に 対 し て 測
定 さ れ た 相 対 的 な 工 具 寿 命 の 形 態 で フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト ３ の 試 験 結 果 を 示 し て
い る 。
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト ４ は 、 ね ず み 鋳 鉄 に 対 し て 以 下 の パ ラ メ ー タ で 行 わ れ た ：
約 ９ ０ ０ サ ー フ ェ イ ス ・ フ ィ ー ト ・ パ ー ・ ミ ニ ッ ト （ ｓ ｆ ｍ ） の 速 度 ； ０ ． ０ １ ０ イ ン チ
・ パ ー ・ ト ゥ ー ス （ ｉ ｐ ｔ ） の 送 り ； ０ ． １ イ ン チ の 軸 方 向 切 込 み 深 さ （ ａ ． ｄ ｏ ｃ ） 及
び ３ ． ５ イ ン チ の 半 径 方 向 切 込 み 深 さ （ ｒ ． ｄ ｏ ｃ ） で 、 工 具 寿 命 の 基 準 は 、 ０ ． ０ １ ５
イ ン チ の 均 一 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｕ Ｆ Ｗ ） 及 び ０ ． ０ ３ ０ イ ン チ の 最 大 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｆ Ｗ ） で あ
っ た 。 ミ リ ン グ は 、 冷 却 液 を 用 い る こ と な く 乾 式 で 行 わ れ た 。 こ れ ら の 切 削 イ ン サ ー ト は
、 ３ ０ ° の リ ー ド 角 を 有 す る Ｓ Ｐ Ｇ ４ ３ ３ 型 の も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
表 ５ は 、 分 単 位 の 工 具 寿 命 、 工 具 寿 命 の 百 分 率 と し て の 標 準 偏 差 、 比 較 基 体 Ａ に 対 し て 測
定 さ れ た 相 対 的 な 工 具 寿 命 の 形 態 で フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト ４ の 試 験 結 果 を 示 し て
い る 。
【 表 ５ 】
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フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト ５ は 、 ね ず み 鋳 鉄 に 対 し て 以 下 の パ ラ メ ー タ で 行 わ れ た ：
約 ９ ０ ０ サ ー フ ェ イ ス ・ フ ィ ー ト ・ パ ー ・ ミ ニ ッ ト （ ｓ ｆ ｍ ） の 速 度 ； ０ ． ０ １ ０ イ ン チ
・ パ ー ・ ト ゥ ー ス （ ｉ ｐ ｔ ） の 送 り ； ０ ． １ イ ン チ の 軸 方 向 切 込 み 深 さ （ ａ ． ｄ ｏ ｃ ） 及
び ３ ． ５ イ ン チ の 半 径 方 向 切 込 み 深 さ （ ｒ ． ｄ ｏ ｃ ） で 、 工 具 寿 命 の 基 準 は 、 ０ ． ０ １ ５
イ ン チ の 均 一 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｕ Ｆ Ｗ ） 及 び ０ ． ０ ３ ０ イ ン チ の 最 大 逃 げ 面 摩 耗 （ Ｆ Ｗ ） で あ
っ た 。 ミ リ ン グ は 、 フ ラ ッ ド ク ー ラ ン ト を 用 い て 行 わ れ た 。 こ れ ら の 切 削 イ ン サ ー ト は 、
３ ０ ° の リ ー ド 角 を 有 す る Ｓ Ｐ Ｇ ４ ３ ３ 型 の も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
表 ６ は 、 分 単 位 の 工 具 寿 命 、 工 具 寿 命 の 百 分 率 と し て の 標 準 偏 差 、 比 較 基 体 Ａ に 対 し て 測
定 さ れ た 相 対 的 な 工 具 寿 命 の 形 態 で フ ラ イ カ ッ ト ミ リ ン グ の テ ス ト ５ の 試 験 結 果 を 示 し て
い る 。
【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上 記 で 確 認 さ れ る 特 許 及 び 他 の 文 献 は 、 参 照 に よ り 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
当 業 者 で あ れ ば 、 上 記 で 述 べ た 本 発 明 の 詳 記 及 び 例 を 考 察 す る こ と で 、 本 発 明 の 他 の 実 施
例 が 明 ら か に な る で あ ろ う 。 上 記 の 詳 記 及 び 例 は 、 単 に 説 明 の た め の も の で あ り 、 本 発 明
の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。 本 発 明 の 真 の 範 囲 及 び 精 神 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に
記 載 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
図 １ は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 一 実 施 例 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
図 ２ は 、 図 １ の 切 削 イ ン サ ー ト の ２ － ２ 線 に よ る 横 断 面 図 で あ っ て 、 基 礎 被 覆 層 、 中 間 被
覆 層 及 び 外 側 被 覆 層 を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】
図 ３ は 、 単 一 被 覆 層 の 切 削 イ ン サ ー ト の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-509773 A 2004.4.2



【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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